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Ⅲよじめに

社会情勢は めまぐるしく変化しています ことに女性の社会進出は目ざましく男女平等書画社会を目指す法

制度も刷新されています 女性が結婚 出産後も仕事を継続することは皆通のこととなり 人生の長期設計を立

て 将来を見据えた生き方が大切になります このような社会構造の出現に伴い 水校では保育科 (2年制)!専

攻科 (1年tl)を修了することにより
“
幼稚田教詢

'と“
保育士
"の
両方の資格を取得するという新しい保育者

養成システムを取り入れています 回が目標としている「保育所 幼稚国など乳幼児保育施設の一層の充実J

人 ひ と り の 個 性 と
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豊 か な 創 造 力 を 育 む

というテーマに合致したシステムです 地,社 会のニーズに応えるために 障害のある子どもへの援助や子育

てにほむ親の青児相藤にも対応できる力をつけ 一人ひとりの子どもの特性を大切にし 愛何を持って艦する

ことのできる人間性とかな保吉書を社会に送り出すことが本なの目指すところと考えています 得育者は未来

に向かう子どもたちを青て その子どもたちに夢をあたえる仕事です。歴史は人の歩みが創り出します 21世紀

をあなたの力をほにして とかでしあわせな世紀にしませんか。
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「初めての先生」、明るくまじめで、

人間味のある保育者を目指して。

幼い神々たちは可能性の室庫 そして好奇心と感受性

のかたまり。被ら被女たちの そのいっばt のヽ期待にこ

たえるのが幼稚園教諭 保育士といった保育者たち。多

摩丘険の一画、緑と閑静な住宅に国まれた本校は そう

した若者の情熱と希望にあぶれた学び合です。

保育科、車攻科での学校生活のなかでは、保育理論の

学習 保育技術の習得を 豊富なカリキュラムによって

充分にこなすことができます。ことに本校では 卒業して

すぐに実践者として役立つ保育者を養成するというだけ

でなくいつまでも誠意を失わず 保育と教育に向上心

と使命感をttやし続ける幼稚園教諭 保育士であってほ

しいという願いから保育者としてはもとより、社会人とし

ての人裕形成にも 学国をあげて力を注ぐ教育を目標と

しています。そうした努力の甲華もあり本校の卒業生は

「明るくまじめで、人間味のある保育者Jという評半Jを得

保育現場への非常に高い就職率へとつながっています。

また、卒業生の多くが析にふれては母校を訪れ、近況を語っ

たり相談に立ち寄るなど 母校への規愛の情とltがうか

がわれる校風が いつしか芽生えています。

温かい家庭的な雰囲気のなかでのきめ細やかな教育は、

学生生活を越えた「わが住処」の思いと将来への確か

な自信を育てると自負しております。

1 学校法人国阜院大学附設の養成校

施設 設備が充実し、教員も一流の先生はかりで組

織されています。

2還 年教育実習で実践力を身につける

国学院の学生は「私の幼雅国」と「私のクラスJと「私

の子どもたち」を持ち、保育科在学中 年間を通して

幼雅園での教育実習をしながら学んでぃきます。

3幼 雅園現場との密接な連携

100園近くの教育実習協力指定園がありま丸 これら

の幼稚園へは 年間を通して教員が教育賞習生の巡

回指導のため訪問しています。また 教育実習改善

のための研究会を開催するなど 幼稚国現場と研究

協議を重ね、協力しながら教育実習の改善に努めて

います。さらには 園長はじめ現場教諭に講師としてご

指導いただく機会も多く 常に幼稚園現場と密接な

連携をとっています。

4「 保育科十専攻科」のシステムによりさらなる資質

向上を目指す

保育科 (2年命J)の基礎の上に車攻科 (1年常J)をお

き、多様化する保育ニーズに対応できる高い専門性

を身につけるとともに、3年間での保育士養成の成果

として、「子どもの心がわかる保育士Jへと成長してい

けるようカリキュラムがfEまれています。

5卒 業生のほとんとが幼雅国なとの保育現場に

国学院での学びを通して 保育者の仕事に魅力と生

き甲輩を感じ ほとんどの卒業生が夢を実現すべく幼

稚国などの保育現場へ巣立っていきます。

卜0
1954年開校 保育者養成一筋に50有余年。歴史が市[明する保育界からの高い信順と評価

1957年/昭 和32年3月

勇Ⅲ期卒業生

(国学院大学根津記念館前にて〕

1958年/昭 和33年9月に移転した

渋谷区神宮前の独立専用機舎

1981年/昭 和50年lo月に落成した

横浜市青業区の自亜の

たまプラーザ機舎全景

桜花済開の現キャンパス



豊かな人間教育と

実践力の育成

● ― ―― ― ― ―― ― ―   ―  ― ――― ― ―――――――― ――――

学校法人国學院大學

教育課程の特色
●入学から卒業まで、幼雅園との密接な連携の基に享

びます。

●保育理論と保育実践の統合を目指して学びます。

●教育実習を核としたカリキュラムです。

●人間的教養、理論と認識、指導力の三つが学習の

柱です。

●学生一人ひとりの人としての成長を支援します。

学問を通しての大倍の形成

一般教奮 盛チ
保日 本育

教育課程の構造図

本校が目指す保育者像
●実践力のある保育者

●誠実で実顔のいい保育者

●優しく思いやりのある保育者

●子どもと楽しく遊べる保育者

●子どもと共に育つ保育者
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(保育科卒業と同時に取得)
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21世 紀に生きる子どもたちを育む保育者を目指して
保育を担う学びの道

鶴保育の基本は 「環境を過してliうな吉」という11てい十1 そのため、保育者は子どもとの信頼関係を十分に柴き、

子どもと一緒になって 心や体が動き出すような、楽しくてうれしい、魅力的な保育環境を倉」造していくことが大切です。

創造的な保育現場の環境の中で、子どもも保育者も生き生きと輝いて、遊びや生活を展開するのです。

観子ともたちは 生すれながらにして たくましく力強く育つ力を捜かっていま, そ の力は、子どもが興味や関心をもっ

て、保育現場の魅力的で創造的な環境に直接触れ、心や体を働かせ、遊び、生活する中で動きだすのです。そして、

子どもの成長 発達という花を、一つひとつ開かせていくのです。今、ここで、日の前にいる子どもの中に育とうとするも

のを、愛情をもって育たせようとするのが、保育者なのです。

餓幼社同や保育所ての生活は 牟しくうれしいものて  ヽどの子もきらきら輝く遊びの主人公です。この幼花園や保育

所での生活の中で、長い人生の基礎 基本となる生きる喜びや生きる力を身につけていくのです。

一―ここに挙げられた数々の科目は、成長していく子どもたちへの援助を担う 魅力的でやり甲斐のある保育者となる

ために、本校が必要と考え用意した科目群です。21世紀の保育者への道は、これらの科目を自ら選び、学び取ってい

く道でもあるのです。

開設科目一覧

保 育 指 導 カ

保高内容 「rt塩|

保iF l肴 済習

扶      号骨暑魯]1震

言某 (初歩) 言 某

敢唱とリズム表現

追形

幼児の野外花詢

幼児教育の理路と麗蔵

孜Pl入円

幼'教 言原コI

7●高1古空字

J 児ヽ保健 1

子とも文化
ヤ

算i宣lb空字

数高い壇

人間的数養

最脩,(日 本の口土と=lr)

日本国憲法 1隷 境器帆 作

外国語コ=コ ニケーション

取とロルの世界
ヤ
 こ とはの章境

土,こ文化瑞   自 然租撃大円

E奇事致二    人 間の,3

と術端負    児 ■文字

'イ エンスの世4‐ヤ

体育実岐 PT使た吉

２
年
次

保有内脊「健康J

棟言内容「人間関“J

標高指導を京脅

保育軍域論 ‖

障督児裸吉

臨彗児fi標 留

幼児教育旧|"

カウンセリンク八'Ⅲ…

盲某 言 謀 (1古用 )

身体右勁表現

子どものtJI「表現

結合演習

小児保健具背

手護内容
…

埠百内を 「言葉」

保育内合 ほ 現 |

幼児致吉課ほ諄

拘児致言空
'

提百内奮冬詩

乳児保高

年百原I里
Fl r t t t iチー

幼児教高表現iI究
…
 社 会桶祉

壷率原碑      児 車橘11

幼児教育の理論 保 育内容 指 導法

幼植園自主訪問事前指導 通年教育実習

保育実践論 教 職セミナー

人間的教養
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入学直後から1'■ ■|「の事

前指導が始まります。

1年生のはじめには 自分て計画し

実施する幼稚国自主見■があります。

1日見学だけの学生もいれば 1週

間の見学宴習をしてくる■生もいま

す。中には 2園 3園と見学してくる

学生もいます.

IJ 11■fl■ 十の指業では

保育現場のビテオを見たり 具体

的な保育のエビツードや子どもの

話がたくさん出てきて 分うり易く

楽しんで受講でき 興味が尽きま

せん。遊びが子どもにとっては学

習なのだということや なせ子どもは

本や砂やポールで遊ぶことが好き

なのがなどということも■びますt

人間の人生の基碓 基本を身に

つけ 生きる喜びや生きる力を蓑う

保育とは どうあったらよいのかを

考えていきます.

また 子どもに見せてあt'たぃ績本
ベスト100冊 を自分てさがして そ

れを100枚の捨本カードにするとい

う課題があります。大変たけど 完

成したときには感動です。

ほら見てくださいH

人間は 母親のあなかの中にい

るとさから 有能な右在として同り

の環境にP_lわりながら主体的に生

きていることをi+1ギ ■  ■

=|■ ■ で 学びます。そして 一

枚の草っぱがあ皿に変わってしま

う子どもたちの世界の不思n4Eさに

ついて考えたり 子ともの世界を深

究することは 自分自身について知

ることでもあることを発見したりして

いきます.

子どもが突然嘔吐した。発郭し

体温が40度もある。あるいは 鬼ごっ

こをしていて転んで鼻血を出してしまっ

た。ウランコうら落ちて頭を打ってし

まった。こんなことが保育現場では

よくあります。さあ とうしたらよいの

でしょうか?「|IJナ |二:■ では

そんなとき

の対 処 の

仕 方 を学

ぶことがで

きます。

して 入学してくる人がほとんとです.

ところで 高度な専門職としての幼

稚国教諭とは 木当に とんな仕事

を担っている人なのでしょうか。幼

稚園教諭としての意義や役官Ⅲ職

務内容について■び 考えながら

本物の幼稚園数諭へと一歩を路

み出す科目が |,十1■ 11です.

|■11の 授業では じアンのレン

スンがありますⅢ全くの初心者もい

れば 吉大を目指していたと言うくら

いの上級者もいます。でも心配は

いけません それそれの学生のレベ

ルに合わせた授業内容が用意され

ているのて 習熱庫にあわせて無

理なく学ぶことができます。

保育科卒業が間近にせまった2

年生の2月には 十 !■ ■と|が

行われますⅢ保育科2年 間で身に

つけた保育知識や技術を 学校が

紹介する保育所で実際に乳幼児

と触れ合いながら一つすつ確認し

向上させていきます。「保育士のた

まごJとしての第一歩がいよいよス

タートするのです.約 2週 間にわた

る実習の中で乳児の泣き声にはど

んな気持ちか込められているのか

手や足 指の動きの1つひとうには

とんな意味が隠されているのか 子

どもに揮けられている生きていくた

めの不思議な力に感動させられる

ことでしょう。

夏lTみ明けの9局からは 教育実

習国の事前訪間でスタートを切りま

すどそして ,年次の16月から十とい

よいよ通年教育実習の本番が始

まります.支習先の幼稚図でrt

,「せんせ HヽJと呼ばれます。

「t,の 授業内容を見てみる

と実に面白いのですち指士遊びを

したり張り子の創作帽子を作ったり

創作絵本を作ったりしますちそれだ

けではありません.廃材を本J用して

子どもが楽しんで遊べるおもち、を

制作したリアッと縫く夢のようなファ′

ションショーなどもやってしまったり

保育現場でな立つ楽しい道形活

動が学べます。

今 学校現場は 不登校 tじめ

学級崩壊などオま々 な問題を抱えて

います。保育現場でも地域や家庭

の教育力の低下 子どもの体験不

足なとに伴って 同じようにいるい

ろな問題に出会います。そんなとさ保

育者は子ともや保護者と信頼関係

を察さ カウンセル グマイントを持っ

てすまし 援助していく必要があり

ます )IⅢ ■■市il■ や  ナ■!
Ⅲ! '■ +!は そんな保育者と

しての事F弓性を身につける科日です.

幼稚図や保育所ては どのよう

に保育を考え すすめているのでしょ

うか。学校のように計画があるので

しょうかゎ保育の内容は どんなも

のを用意するのでしょうか。また 保

育者は どのよう1=子ともたちを指

導しているのでしょう力.こうした内

容について学ぶのが ヽ F■ 今

■|!千1 や111キドイ! について

の一連の科目 す i■ =■ 世■

等です これらの科目は 通年教育

実習と関連をもちながう並行して

進められます。

受習日の翌日には 10人くらい

の小グループ縄成で 前日の実習

体験をもとこして行う ■古庄キ十1

」ヤ■■■IF il■JIの 授業があ

ります。一人ひとりの体験をもとに

グループで話し合ったり 先生から

の適切な獲助が得られます。

12年 次を通して開議される十■

|■ にFI 卜 とでは 子どもの気

持ちを考え 共8的 に理解し 信

頼P‐9係を結び 子どもが安心して

生活できる援助の仕方を 学生自

身の五感や8性 に働きかけ 実感

をもって学べる授業であることを大

切に考えています。

2年生になると幼准園教育実習に

加えて保育実習も始まります。保育

者になるための実践的な学びはます

ます深まっていきます。また生まれて間

もない,し児の発育発達と生活 病気

や事故の予防について学ぶ 」,f

再Jが開議され その中では授,しや離

軍L食 沐おや乳幼児期の事故からの

ケアーなす;i寅習をすることになります。

国■院では 日本人としての豊

かな人間性を持った保育者の養

成を目指していますも幅広い教養

を身につけた魅力ある幼稚園教諭

保育士へと育ってほしいと聴って

いるからです.そんな願いから 1圧
ナ
1 1  日′、!ナ|li i ti三ⅢI   I ]′!

ゴ r■  |■ |ド干す■′= ■ |

111■1‐
~| ! , ||!■

■

■Jの必1彦干十日の他に 魅力ある

教査干1目を2年間にわたけ自由に

選択し履修できるように準備して

います.,Jえ1ま1生i■ lLi台 1児

■=,と  、 J!Ⅲしと|=1■=||

F■ i!■!'!」 なとです。

「子どもが好きだからJとぃう理

由で幼種国教詢や保育士を目指



保育科 :通年教育実習

子どもと出会い、

1学 び合う

一年

● ●

それが通年教育実習の学び方です.

4t
実 習 事 前 指 導 開 1台 |

教育責習を効泉的に進められ ,  |

るよう事前の争習を禎み上げ |  |

ていきます 幼准□現場て活 !  |

班されている主任の先生や園 |  |

長先生の話をluぃ 実習への |
煮L・を高めていさます。また  |  |

保育のなかで子どもと楽しく :

かかわるヒントを得るために  '  |

遊び体験をしたり 実rfを字 !

S機 会が設けられてしヽます  :

教育実畜同決定

層1安手続き

教育実習を履‖まするために

必要な言担の作成を始めま

す 幼荘固や学校に提出す

る公的な彗炉を作り 保百者

になろうとする自分の気持ち

を確認します

実習では次の内容を学びます。

教育実習開せ

Ⅲ一年間の流れの中で子どもの成長 発達を体験的に学びます。
■子どもたち一人ひとりの高ちに応じた保育者の願いと援助
を学びます。

1年間の保育の流れや行喜■Jどを体験的に学びます。
■各自のペースで自己課題を発見し学びます。

次 4 6 ア 9 10 2

○
昂
―
甘
８b!

~|よ
うかせんけLlノヽ

1連 続冥習 (5日間)
1 保青舌としての生活を五ね
! 拘報固の時間の流れや子ども

| の生活の様子 保育者の1[事
| なとの弾解を求めます

12日
連 続 実 習 ( 5日 間 )

毎日の子ともの道びのつながり

や積み重わの様子 そねにとも

なう保高者の願し卜を字びます

また 格本の読み間かせや手遊

びなどをはじめとし 保育の一

部を担わせていただきます

Q:実習の準備はどのように進めるのですか7

A,入ヤと同時に半備を始めます。実Wを成修する苦

類の作成、心村えや矢習目的、方法、内容、言せ録の

とりかた 指導究の立条などについてⅢ前指導や

授業の中で学びます。

幼稚国 保 育所

自主訪間

保高を字|に あたつて 実捺の

現場を自主銅に訪間しまヨ.

子どもの頃に這っていた拘在

画や保高固をはじめ近隣の幼

桂園 保育国に見学をお願いし

宇ぶ意徹を高めていきます

教育実習事前訪問
冥習幼稚園に様拶に伺います

勤務時間 準備する物 冥習予

定Fjどの打ち合わせをします

議
！ヽ

ヽ
ナ
Ａ

Q:実 習先の幼稚園は自分で探すのですか?

A:笑報についてご取解をいただいている学校がす,定

する教市実報lFt力幼lH障約llX問で実施しています。

Q:実 習先の幼雅園は選べるのですか?

A:教 育実‖協力国の中で、i属 地から50分II度を

水半に配市し、H↓にはnfFIのに決定します。

学
内
で
の
学
び



幼稚園で子どもや先生と生活をと

もにし、実践の場で子どものこと、

保育のことを学んでいくシステムが

通年教育真習です。

よ`竹に転汗

Q,実 習日の生活はどのようになつているのですか?

At実 習は幼稚国の先生として勤務し、幼稚国現場での

仕事を体験的に理解し、学ぶものです。ですから原則

として現場の先生と司じJJJ務時間で、おおむね8:30
～16【30は幼IL国で生活しま丸

― ・

3.
実習事後指導
巡回担当教員のもと 一年間

の反省をします 実習日誌や

リボートを提出し 一年間の

学びを振り返り 保育者の適

性を確認していきます。

発展実習

1年PBl実習した幼稚国の他

複数の幼稚園を見学実習し

保育現場の現状の理解を深

めます

Qt実 習先で因つたことがあったらどうするのですか?

Ai享 任教員が4実 習図を担当し、年PF35回ほど巡回して
います。その中で不安や悩み等の相談に応じるといっ
た価別指導がなされ、安心して学べるようになって↓ヽます。

また、実習の翌日によ習という授業が開設され、少人数

での話し合いの中でアドバイスをもらいます。

2年次教育実習再開

――オ鞠
え

連続実習(2週間)
担任教諭の指導のもと 保育

の流れを理解しながら1日の

保吉の計画をたて 保育の実

践をします 実践後は反省会

を開いていただき 保育の進

め方 考え方を宇びます。

駒



保育科12年制)+専攻科(1年制)によるシステム|

●
・ ・ ・ ・

・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● . .

専攻科
本校の保育士養成課程は保育科を卒業し、専攻科に進学して学ポ3年課程で行われています。保育科では、高い評価を得て

いる通年教育実習を行いながら、実践力のある幼稚因教莉の養成を行います。車攻科では、保育科の基礎の上にさらに、保

育者として必要な車F3性を高め養う教育課程が開設されていて 例えば 少人数編成クラスで障害児保育や保育臨床 カウ

ンセリングなどについて濃習形式で実践的に学ぶなど 子どもの心がわかり子育ての支援ができる保育者を育てるように努め

ています。このように本校では、保育科 (2年制)十専攻科 (1年制)というきめ細かい教育システムで、より高い専門性と応用

力のある保育者の養成を目指しているのです。

さらに保育の専門性と応用力を高める
0専 攻科では保育士養成課程の最高学年としての学びだけではなくさらに保

育者としての資質有ヒカを高めるための教育内容を実践的に学んでいきます。

●「現代的な保育の課題に対応できる力Jと「子どもの心を理解できる力」をもっ

た保育者の養成を目指します。

●「障害のある子どもの保育」についての学びを軸に 「育FL相訟や虐待児
の問題への対応」など様 な々保育上配慮を要する内容について理解を深め

子どもや親を支援できる基本的な力を養います。

●専攻科教育課程表

区分 開設教科目
業

法

授

万

単位数 備考

必修 鋤 植 ヨ向部

必
修
科
目

社会福祉援助技術     演 習

小児保健 Ⅲ(小児医学) 1議 義

含暑暑暑論       1暑 昌

2

2

2

2

2

保育結合研究(1場了論文) 演 習 4

小計 1 4

選
環
科
目

現代保育の課題

教育の思想と歴史

陣雪児の福祉と暮らし

陣督児の発達と心理

障害児保育方法濃暫

保百観捕 目談演習

カウンセリング演習

保育実践演習

議義

講義

講義

轟義

演習

漂習

涙習

演留

２

２

２

２

２

２

２

２

軸雌雄

言楽表現湊習

追形表現演習

身体活動表現漂留

留
　
習
　
習

演
　
演
　
演

2

2

2

期雄
施設実習 |

保育所実習 H

施設実習 ‖

保育実習指導

習

習

習

習

実

実

実

実

2

2

2

1

小計 22 7

台討 1 4 22 7 43単 位

専
攻
科

（
一
年
制
）

保
育
科

合
一年
制
）

本校の保育者養成課程の構成

修了履修基準24単 位 (必修科目14単位 選 択必修科目10単位)

総開設単位43単 位

注)施設実旨 1 保育実習指導 保育所実習‖ 施 設実習Ⅲは 保育士の資格取得を目指す書
のみ履じ



近年の幼稚園現場では 幼雅国に通う子どもた

ちの低年怖化 地域の子育てセンターとしての

機能や預かり保育の実施 保護者の育児相談

障害のある子どもやかかわりの難しい子どもの保

育なと 幼稚園敦諭としてのより質の高ぃ専門

性が求められていますt車攻科では こうした保

育の現代的課題に対応できる力を備えた幼稚園

数諭を差成していきたいと考えます。

保育士は 児童福祉施設で生活する子どもたち

の保育を担う専門家です、子どもたちの生活全

般にかかわり心身の健やかな発育発遣を援助し

ます.また それだけでなく保護者への育児支援

指導をも担当し 現代社会における高いニーズ

t[応えていきます。

子どもの心や保護者の悩みがわかり 相手の気

持ちにより添って 子どもや保護者に温かい関心

を寄せ 心の内面までも理解できる保育者になる

ことを目す旨しますt

車攻科を修了し児宣福祉法施行規貝Uに定めら

れた所定の単位をlr得する事で 幼稚園教読免

許状にブラスして保育士資格も取得できます。こ

のこと13より保育所学し児院 母子生活支損施

設 児童董護施設瑚受体不自由児施設 知的障

害児施設 重症心身障害児施設 盲ろうあ児施設

情緒障害児短期治療施設 児童自立支援施設

児童館 児童センター 通所型 FL宣福祉施設な

ど幅広い職場で保育者として仕事をする道が開

けます。

最近 幼稚園や保育所をはじめ様々な保育施設で

障害のある子どもや虐有のある子どもといった専

門的な保育支援を必要とするかかわりの難しぃ

子どもたちが増えていますⅢ保育の0円 家として

ますます高い専門1とが求められていますt

保育実習は 保育所実習と施設実習で構成され

ています。保育所での実習では 年長の幼児た

けでなく0歳児 1歳児 2歳児の保育を実際にlt

験し学びますわt設実習では 保護者に変わって

子ともの生活全般にわたる保育を担い ′い身の

発連を受えます。さら(3障 官のある子とものいる

施設での実習では 教育と保育の原点を実感を

持って■ぶことができます.



「子どもと一緒に、嬉しくて幸せな生活を築いていきたい」
節 費 章 子  ニ ューライフ幼荘国 神 茶川県立寝見高校出身

私は山分が幼Hl刑に近っていた頃、大次rきな先r上がいま

した。その先■にせれ 幼いころから将来は保す者になり

たいと考えていました。

政ある保育者差成枚から同
‐
r院 大学幼距取育専円学

校を泄んだ■由は、幼ll側での通年教育火Wが あり、まり

実LE的なことをたくさんヤベると思ったからです。

■W中 は、保育子の援lljの仕方や子どもの遊び方など

を問近で見ることがでどとても勉強になりました。 年 間、

R育 班場に身を世くことで 子どもの日々 の小さな成長に11

会う機会も多く子どもと 縦 に幅しい気持ちを共有すると

いう拡紙な経験をすることもできました。また、担El会やお

餅つきなどLH ttt lの々4r Ⅲにも参加させてlllき、41稚耐で

の41ギこの抗れなども知ることカヤできました。

しかし、体市者として子どもたちと関わることの経しさを感

じ 相むこともありました。そのような時、学校や幼碓固の先

F卜は純身になって話しを開いて、的確に助古して ,さるなど

たくさんのバックアップにより文えて頂きました。また、毎tld会

う子どもたちの実顔からもたくさんのパワーをもらいました。実

調中、用うのたくきんの人 に々支えて預きな力〔ら、自分自身の

課題を来う越えるというlt iな経験もすることができました。

近年教育実留では、山ケ出身の推験から、打しLの諦義では

キベないようなことをヤんだり、思したりすることができました。

事業生の声

念願のlA育子になった今も、 人 ひとり1こまた集 ‖に合

った四わり方を先■の保育や子どもの遊びから,ぶ H々です。

そのような中で、い1学性での学びやFt欧がな盤となり、■■

の学びに活かされていると感じるとともに、改めて近年数Ⅲ

生潤でのキびの深さを実感しています。

供市密になり、 拘とが揺ちました。llNりだってみると、rど

もたちの実顔にレHまれ、とても充実した"]で した。これか

らも、子どもたちと 縦 に実顔が進れるような嬉しくてヤせ

な4if舌を築いていきたいと思います。そして そのⅢで ,ど

もの成長を見付,ながら、私的身も保市者として 歩 ずつ

成長できるようにケめていきたいと思っています。

■ ,―

「子どもたちと過ごせる喜び、共に成長できる喜びを実感しています」
漬 野  知 紗  田 ケ確保育田 神 奈川県立同済高校出身

4り1から位れだった供市 卜としての生活が始まりました。

私は先lFの先生と2人Ⅲllrで5磁luクラスを受けrlち 1亡

しさに地われながらも充文したnl口を送っています。

保す Hlの中での最年kクラスということもあって、この1

年側本■にたくさんの行ヤ,「に取り趣んできました。棒習で

平い思いをしながらも■l取り、本番当日の黙取の中それを

lⅢしりってやり遂げることで心も体も大きく成にしていく

子どもたち。行事をよつ終える度にそれを政くはしています。

また、コ々 の生liのⅢでも成長していく冴を見ることができ

ます。例えば
Ⅲ
切にいなrrべ物がFEべられるようになった

Ⅲ Ⅲ
山

己 上伝ができるようになった
"ウ
サヽミのftい方が 卜子に

なった
Ⅲ`友
だちへの思いやりがritてきた

"“
自分たちだけ

の力で何かをやり送げようとする
"な
どあげたらさりがない

村です。どんなに小さなことでも私はとても増しくLEじます。

これは毎H一 tFに過ごして、その成【の過犯もえているか

ら共にその学びを分かち合うことができるのだと思います。

そして その様ないや、体市 |:というイに,「のやりがいやヤび

を実感することができます。そんな私出身も、☆初のうちは

,fさいや小ケを抱え 失敗してしまうことも多く情んだこ

ともありました。しかし、そんな『↓主えてくれたの力【,どもた

ちの究瀬。そして Jじ担にである先Vlrの先生でした。1し

にも 供設者の方や職場の先生方の文え 協力があって

よりよい保市ができるのだと賄感しています。

1年が経った,で も 保育の難しさや深さ また社会人と

しての責任の五さに悩むこともあります。しかし それ以 上

に,どもたちと出ごせる音び、共に成長できるまびをはじ

ています。

これからも、rどもたちの実顔のために、色々なことをヽ [

験しながら柿 杯 頑振っていきたいと思っています。

|

|



「子どもたちが実顔で過こせる環境を作れる保育者になりたい」
染 谷 彩 乃  実 習国 ひばり幼稚日 東

Trlは幼lt回の時に 大好きだった先4iへ毎日のように子

紙をⅢいていました。その度に 先生は折,紙などで■r宏く

作った手紙で必す返事をくれました。私はいま保市をする

1日の立場になって思うと毎日遂事をきく事は大変なことだ

ったのだなと思うのと同時に、子どものlUl待に毎日英顕でIS

えていた先生は業晴らしいと思いました。また、私の近所に

は私よう年下の子どもがたくさんとんでいて、私は毎‖のよう

〔= 新 にjrtび、面制をみていました。その度に「また遂んで

tIありがとうJと予われるその声飛がとても幅しかった手を

批えています。私はいつからか将来は子どもたちと閃わるイL

Ⅲに就きたいと思うようになりました。

対十性大学幼児教育■門キ技に入り、10月から始まった

逝年弘市実」では 過に1回幼社田に行き,どもたちと H

過ごします。初めは■どもたちに「先生遊ほう」と「iわれて

もどのように接したら良いのか分からす、ただ子どもたちに

イ!いて行き遂ぶだけでした。また製作の時間にrどもが」

っていても、自信がなくて声を掛けであげられすにおどおど

としていました。そんな時 先生方は、実瞬に″ぶいけている

,や体験を話して私の相談に的になアドバイスを下さります。

突Wを重ねるにつれて子どもとの関わり方が自然と身に

付さ、今では子どもたちと英いながらタトで思いっきり遊んで

います。2月にある 週 阿実章では 一週ドUを通して子ども

在校生の声

西 村 優 子  実 習囲 す くすく保育国 神 剰 県立新城高校出身

体でPlは
"■
市の場
"で
あるため、子どもたち 人 ひとりの

発避の様 rや性格をlt握しておくことは幼確回以上に大

りになってくるのだということがわかりました。

6"に は市哭をコミュニケーション手段としない方々の陣

lf児施設に突習(ld設実習)へ行きました。い十を持って

いる方と援したことがなくどのようにコミュニケーションをと

ればよいのかわからず、とても不安でした。

しかし 実報を進めていくうちに、表情や相手に触れるこ

とで思いはlIわるということを実感することができ古楽以タト

でのコミュニケーションの■'方を身にfFけること力:できました。

そして い市所実習I(8月)も 前回と同じ供育 Jで央習

を行いました。今い1は4茂児と2成児に1週円すつ入ること

になったので Uに引まった子どもとしっくり対わることを心

力■)ました。一人ひと,と深く関わることによりえには現さ

れていない部分にも気付くことができました。保市子はそこ

からどのようti rどもに援17Jしていくかが大切であり施設

央 Hlで体験した 言☆以外でのコミュニケーションは、保市

を行う上でも必要な力だと感じました。

1本市所I]の 究習を通して学んだ、子どもの心に行り添

うことの大Llさを今後の保育に生かし 子どもたちと共に成

立してし‖する保育者になりたいと思います。

識　口Чコが，７

一
泉

の 1 成々長していく要が見られ、子どもならではの発想や個

“にあふれる付勁 発己にびっくりさせられる手があります。

欠Wを 迎して 保す者と子どもの四わりの大切さや14育キ

の現比、rども卜JとのF「わり1こはたくさんの意味が込めら

れているのだというⅢを知るJが ‖Ⅲ米ました。

これからは,どもたちの日雄に合わせ、個人のIAl性を生か

した ,ヽ縦あえ、れる保市指導を目指し E々の実習を取'って

いきたいと思います。また 子どもたちが毎日安心して英販で

過ごせるような環境作うが出来るfI育者になりたいと思います。

そして、私も「々 子どもたちと共に成長していきたいです。

「子どもの心に寄り添つた保育の大切さ」

私は い育についての知識を深め、Fす 子としての中世J

性を高めたいと‖い、専攻おいこ進学をしました。平攻科では、

,t市所文PI]と bL設矢稗のF3卜 1、2週円の実判が行わ

れます。

小市所実習I(2月)の実習で私は、0歳から5歳までのク

ラスに2Hず つ入りました。tliの 先生の子どもへの対応や

i茶掛けは各年締にiSじて違っていました。埼に乳児の場

合には月例に応して個人差があるため、個々にどの科度援

llJを行ったらよいのか分からず、私は,f言うことばかりでした。

一聯
．
■
『

ｉ
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や細既び

や実い声

口
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
壇
画
期
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四
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ロ
勢
牲
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憩いの本―ル

捜草の合間や空`時 間など気 71合うlHm】 案まって共

しい0とと言を週=します ここは子どもの話 保吉の話

の発信スベースです lutも ファッションや遊す0話 t

盛んです

保 育 分野 のイ F 5書O  o o o■ 松 本 2 6 0 0冊 紙 芝 居

“0 0 0類 にわ: 1幼 1 6 0 0 0冊 を所有しています また ビテ

オライブラリー̀僚えています 」ヽさいけれを支化財がまっし
り高ま,たヨの四書0です 「どオ“横本を宮本のかな7J

「この紙を居 年長現にどう″●,」4ど 学校と実口の中継
点になっています

ヘースの場である教ミ に擦

末者躍 実lHの担大課題
グルーブヤリ型室の拒設
ここでします.=さに汗と涙の
かれていくスベースです

本 ■
■

若 木 21号 館

支臭 生活用品の明貫台[―店続

食堂 〔レストラン)二店鶴がけい,大

学のクラブ サークルの拠杜 ■■部

宮などがある学生のため0生 ヽ1草【

す 吾円学技の残にあり ■円草技

め学生もネサ用しています E交 ,!こ

と大■生も同,|こ矛J用しますので様″

,価 拒理を■った人と出套い 人間

関係が広が ウ自己を富めることこうな

"サ章す

クラウ サークリレ
団■膜大学の■主自治la焼がこ

営 承認すをクラブやす―クルにま

加することtr言 ます 事加の可否

ばクラブやサークルの規れによ1サ

果t,■ iオ 大学セ草円■なと

わ控 格を取り,わわ進めてt章す

保健 室 学 生相 酸室 の利用

医師 保値"は ち健康上り旧試 お神科医 ES京心理

Jこ よる道路の悩み料n人の内面に向 すられ魏 "の 担志

また 弁護!に よる生活上の広各相談など専門京!こよる

相法を宮“することfrそさます。予知制に,っ てい,す ガ車

門学校の学竺0大 学と同様子,用することすてさます

―
キ

0男 |

A毎 と

ます

o遠 |

保円
A入 →

の中

のコ

険文たまプラー 図書館の利用
一般図書をすじめ数顧車門□を 学部専rl田=約

140000冊 を所蔵,こ 図青確て,事 円学校とよ

実なる"点 その幅広い諏書ガ魅力です 0用 カード

を取やし 大学生と同じ其作でオJ用できます ―校夢

琵t高めるためにはベスい
一トナーとなることてし、う

01古■FまいるのてⅢⅢ'

A学 校行事 式英 執育 保育費習の通動 競鴎活動H手に

は 「公式着Jの活用す定められています 薔F●ulR育者
を志す者として品位をも,た私服て学校生法t送ります
0:■生■ようりま|わ 7

A専 門学校独自の寮まありません。学校まで20分以内で

通■できる学二会館を紹介していまi最 容けの学生会

能は たまブラーム 江日 薩がこの駅より徒歩図にあり

ます。詳しくこ大学手続を時に′ウフレットをあ液しします
01資■全判 Ftあ中十すわ,

A日 本学生す績機構の理学全が宮,られます。年干サ子営

与 I「少擁ですが 有利子の賃与は現在相当数受け入れ  ol大 |
が考え●l■ますめて学費金に不安のある方“ユ入学後す(  A大 |
の黄与希望をお麓めします また 本な独自に学業種考   て t

【かつ学生生活において他の学生の模範となる人物には    一 担
保育科2年次 苺攻科進学の際の捜業メキの半韻を結付

するl.行生制度があります

キ

．

図音室



笙自身ガよけ有畳まな,4と をを強り広げるたうの自
f8■【'新 人生“迎体0人,やヽ妥実の企画正宮
ユし04間 を通したクうウお助の承認 =ど,とて行い

す

1干■=■て■|■ 1 1 1‐

:=― 学年30名～40名の男子学生が入牛してい

す。全■年て100名はどを結しています.

■■十it i,十 !■      ■ ■

内!|■〔       |

学してきた学生全員を対夕に=4字 な教育壕奥会

保険に草ほとして加入しています と学および学校
正規の授祭お動に於て,る手敵 t,がの多くとこの保
t用いま■

,|■ ■ 1l Ⅲ 1    1 1 11

学 短大の卒業生や社会人の大学者!よ年々増え
います や"がぃのあ0悩■の11すとして「夢よもう
度Jの思いで入学してさます

クラフ1

気り合■FHⅢ 同 し題昧を,つ い同が整まり 字笙と落t

Aり■天したわ0手 しています 保 育|こわかわることからせ

■ヽス■―ツ0と いのレベルまで 目的や内増 コH力ri

す0とつめこと[むかって束しいひとと言を仲いと■ ,てい

ま,

クラブ2
保育""師 容クラブ エア0ン フアタークラブ

奈道を,タ ンス付 はこ衣田 豆上部 カ ルタッ

チクラフ ス,一 シ′ヽフィー7ン スクラブなどのク

ラブ者動の“英け =正 耳や年雷研究発表会

の爆てま■されていヽイ

クラス 担任制

Ⅲ["賞 オluにとすり 学奏や生活上の

相:Aにおしながら 安定したよりよい主指

の創造をlP助し`います 一人ひとウ万

H合 うチ■シスを大切にしたクラス編成

tしてい ■ヽ

編 のある街

たまブう一サ4た,さ ヽた関"な 仁ヽと自

然の慨 ■,ガ 共存する"そ す 駅力う=

円中々rf向かう間のlR育□てま用ない子

ともたちの実い声4r,さます =た 末草■■

ンバス内 [ある14立木 ま手師モ彩ウ 地撫
の人″"う世されています

園学院大学たまプラーザ■■ンバス
ロ学虚大学めⅢ2年次の■生す学本キャ
ンバスガ峰接しを抵設の手1用t近し(
学生の資れや母いてある国■臨大学め
S,学のお"や [空 t新たな04PA t感 じ
うことがて言▼ヤ

たとブラーすの報前によ大き,ショ′ビングtンター

やスメーンとましめと,うカルチ1-tク ターなど
があり拍些周辺の若者ヤミtスの文化の発la
地とをっていとす 空き,キ出 [は唖而rそち|.
と足“延ばして 食事■買いわ41【古=す

仲間

|ま会

転

文化 のある街 2

い夕の断●Ecモ せであるた北■■―夕,シ t円

接し新しいい工″ 筋しいV4り 自夢荘 てきます

も学時 t,41電 田′ヽスや傑育日に通う親子を目

にしたⅢ′小学生 行【=う ことが多い文数た医て

もあり草ヤ せ う世Aわ ら保斉を学本ま材!こあふ

rlたところてもあ たす

文イとのある街1

地域



友辻ができるか、どんな先■がいるのか 大学後の‖iドJ町係を

4〔安に思うこともあるかも知れませた。

しかしそんな不安なオき,出ましてくれるのが

「Hl人4如迎会Jです。

毎年、本しい企‖1が学生のチでⅢ捕され

ヤ生と教 lltHがいっしょttなって存の ■lを本しみます。

EVENT歓 チOY
感動!喜び! 妻

=九な苺=|こと資し出したくケ↓Ⅲても草(す

た(ないわらこの姿

ギ
ギ
〓

“
　
■

ロ

ロ

え

ｗ
ヤ

わ

雑巾リレー

すヽユ大きくlo口転1まっすぐ雑市■けす
る0って こんなに大至だっけ,

| 」   とッち

ンiンケシリレー

シ“ンケン十ン1負rすたら営rラ ン=ン タ 14つまて何度も「もう一回J

入学式

総合オリエンテーション

明治神官入学毒告祭

新入生酸迎体活大会
:
:

‐
4 8６

全

組

総剰速
…
ｉ　
ｆθ

防

学

敦吉宝』反省会 ョlltt全

両朗定朗訂験

前幼授葉14ア

ヽ
1

/

宿泊研修会

専攻科施設宝皆

|

9
穫御 体験

■日力̀ ,てヤッタン タ`ッタン

やっと【=たのに1吐n四方のコースターてした

飯 ごう炊 さん

同じllキ】同じ道具 同しい聞t使っての飯どうなさん

なのにどうして本■■人ち十やどうとろ7〔も最“は全

部Ⅲいし,った!

2年生担任実智
1年生自圭訪間

藍業め工房

初めてOlf壌 二房てお卓を宝十,て熙張し
なアら布に■b付“,てヽ さ,,「 ■て下さ
↓」こんなに末離な憲=bわ【そきましたよ」

キャンドルファイヤー

宿泊研ほ会み インイヽ ントキャンロ'ファイャー

ローツクの炎を□んてFt合 わせて軟えば いつし
わ″オこのフトも一つに着け合ぅていさます

豆朗ll臓

専攻科標高実習]
肺
繊
Ｆ

】遊び

といに帰って標足そ米遊び おんだ空肇 gぃ切
りい,とたて全身リフレク,■|

1洵111のflill tt14会では、1"門と生,iをともにし

自然にHlしむ体験を耀めます。ロッジでの■「0とのtiらい。

資J「は航ごう取さん。登山にハイキング川遊び クラフト、

い“米め、機織り自然pll紫挙 の々たくさんのlA験をします。

わくわくときどき央堀も ,,も、はIlも湧きliてきます。

宿泊研修



IYFULNESS
実顔 のハーモニー

その8の震有 日々i盲して点1にとll習をお″室おてき

た■3をⅢ日とともにお―lT発表し=す 力のこう■

たF■ 工訪れたW抽 行 いヽます

Hヤ此でのヤ‖ Ⅲl究のlt水をたたします。

11‖1と力を行わせて制竹:したll thも

rどもたちがキび本しめる漁Ⅲl.保育に11!立つ教材の製作Ⅲ

lどものヤせを断って■tみiイsてきた11育,iえ。

体行ヤをH柿すヤ4tの研究光衣てす.
研究発表 |

ジヽ

保 市 激材 やお1作作 品

■え工■し何にも試i売 醜 し

てようやく」工上かった夢材,

「品は■生ゆ努力の店畠ヤす

言っとことてヽ1■t た力t = し

い保言を制としてい(子しう
大学をJ立記念E

言葉会      冬 朝tF帳

10  11  12

閉校記怠日
4E虹撹葉 1幻臨

i章生致吉実コ岡始

1     2    3

授業FTも   後 苛定期 it暇    半 窯式

十ヽ筑発表会

2年 保市実宮I

後期授業47

幼 児 を招 いての お楽 しみ会

子ともrF楽しめ`模 育ミ指をほ言ます こ'・Ir●

安習■IAて,tつ けた子どうとのコ _ヽ=,一 ンコ

ンft fr"ら子ども0うす● い■頭"生 =イ1ます

クラス対抗 合'ロコンク
ール

ステーシてたくさんのEqtti4あ ての 「クラスⅢ坑合唱コンク
ール J

クラスの力を続草じとの斉台のため十“可ヶ月もれわう煎口して まヽした

害査毒●長`1/長 先生て十

ステージての制作発表

1'ア クラスの検類店クララの出し効

子 i“4;i認
4子言雀‖獣岩を培ヽすと惹督挙乳F帥

モ

く|‐

緑 重 ナ

ゞ

Flは■友会ltrr θ)it大イベント「■栄符Jです。名物は クラス対tl合ⅢⅢヨンタールです。

毎年 はけをH持して クラスのコFlとあつく総えます.4タラスでの処的を減らしたllし物

作クラブのステージや教年でのⅢlし物など十回は本しさと央加があお、れます。



就職

||十111+ | | ‐i ll

回学院では 日々の学びの積み重ねが就職に結びつくと考えています。例えば 「教購入円J「保育実践論 I Jの授業

では 現場経験の豊かな先生から幼稚園の先生 保育士として どんな保育者になったらよいか 保育の仕事 保育者

の役書」を学びます。また 「教職セミナーJでは 「子どもが好きJということから保育者の仕事の喜び 重要さを学び 「や

り甲輩のある仕事Jとして保育者を選ぶことへと決意を固めていきます。このように日々 の学習を重視しています。就職

指導もこうした考えに基づいて行われています。このような国学院の考え方が保育界から認められ 信頼を得て高い就職

率につながっているのです。

本枚は毎年 非常に高い保育分野への就職

実績を挙げています。

申に安定した高い就職率を誇っているには

わけがあります。例えば 卒業生が 実践力を

身につけた「信頼できる保育者Jという高い評

価を得ていること.加えて 長い歴史に豪付け

られた合理的て充実した札職指導システムをもっ

ていること。また 既に8千数百名を超える卒

業生を保首現場に送り出していること,そのな

かには 図長や主任として活躍している木校

卒業生も多数いること。こうしたことが 社会

状況の影響を受けずに水人数が安定してい

ることの大きな要因となっています。

毎年 希望者のほとんとが幼稚園や保育所

等の保育施設に就職し 保育者への夢を実

現させています。大切なのは 就職率だけで

はありませんt就 職した先の保育施設にも

本校を卒業した先輩がいることが多く安心し

て働けるlR境が得られやすいことも見逃せま

せん。

このよう1こ「保育者をめざすなら回学院Jと

言われる様々な理由があるのです。

就職活動の流れ

〔幼稚園保百所からの求人]  kい 麻史に支えられた

現機の幼‖t問真や現場でl i躍している十拷4 1を1 1いての

成機ガイタシスが 1 1Ⅲl  l年次からイiわれますt

最新の{ |すの■状やL」い」など」,朗で仕ヤつ市離をイ|ること

力てできますⅢ

韓職相藤室ては 的山に関比できる成即 t■本f‖がい,1に

川!志されています

|,ヽ人たからのハンフレント本人サ1■ 欧″―卜やがFr r峰れ

r  ■こ1寸,けできま'

t hH,の|イtri市離 本人先のり11地 迎効ネ1路などヨンビ!L一

夕で職肢市,jllに必要な|け取を作ることができます

旅多くのよ人卑

)と十は山分にあったVJlllい

イ|す所述びの第 小

1鵬'lA riJをF卜くのも
大りな成耽市助

人ひとりにはじた桁ヽ
～rF'アから■44汎欧まで～

い々のヤWの 成米です

より魅力のあるいや子ヘ

リの央現

[希望幼稚因 保百所の見学
受験先の選択〕

[書類の準備 提出〕

[合格〕

[就職前研修]

[卒業 信了=就 職]

威取活めの不安と懸田に応える

「HHカ ウンセリング』
経験豊かな斑RIR導担当教員とクラス類任が撹力し

親身な相蔽 指導を行っています。個人面酸は保青科1年次から始まります。



本校からl■l学院大学縮人の道も開かれています。

本校生は、卒業後、大学へ編入することが可能です。特に、本校生には、同じ法人である国学院

大学の系列編入学制度が開設されています。

所首

■

保

草

国学院大学への系列編入学制度

本及4■こは、司学院大学3年次へ綿入する道が Flかれています。

C)全学科対象の系列推薦編入学制度

本枚傑付科在学Ⅲの成救により、千細世考のみで Hヤ
EL大
学

合学科への34:次綱人が,「能です。

●3年次編入後、2年で卒業可

1■性大学3年次に相入し2年‖Jで車業がrJ能です

●本枝生の編入受け入れ制度

本後41は、H学 F7・大学 校 糊大学試験によっても企学科への

314次編人がⅢr能です。
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国字虜大学

国学院大学案学金給付制度(フレックス特別結付奨学金)

■「フレックスA(夜間主)コース」を選択し編入した学生は、後

期分授業料および後期分施設設備費相当額を綸付する奨学

金制度の適用を受けることができます。

国学院大学への系列編入学制度を活用することで、個性

的な学びの道が広がります。

本校を卒業と同時に幼稚囲教諭免許状を取得し その後 日字院大学の

希望の学科を卒業する。

或いは 本校を卒業後 車攻科へ進学し幼稚園教諭と保育士の資格を取

得し 国学院大学の希望の学科を卒業する。草円字枝と大学の特色を組

み合わせることで 自分なりの個性的な学びの道を計画できます。

Q:求人はどのような形で行われるのですかを

A:私立幼雅国では 幼稚園から学校完に送られてくる求人実

によるものと 県 部の幼稚園連合会 幼推国協会へ水Pd

登録をすることによってj」8盟国から学生党に直接求人があ

るものに大別されます。各市等の保育所からの求人は 各区

市ごとに一括で募集され 採用札壌が行われています。

Q拘 荘田や保育所への就職率は どれくらいですか。

A:保育T4と専攻科を合わせて 毎年 ■業 修了者の35%が

幼確固と保育所へ就職しています。幼稚国と保育FFlの割合

は ほぼ同じですが 幼稚国の方が'」年やや多いようですⅢ

Q:幼稚国教諭 保育士の初任給はt くヽら位ですかっ

AI地域による差はありますが 本なに送られてきた求人実からは

東京都 神奈,県 では幼稚困教諭 保育士とも平均

180000円位 (諸手当学込み)の初[給 となっています。

Q:就職試験の内容はどんなものですか

A:面接 作文 車円教育 ―披官識 保育実技 ビフノなとです

□学院大学■合年十ツバス 若 木タワー



違距離入学者のために
遠隔地から入学を希望する学生のために、本技に20

分以内で通学でき、生活環境、管理等が行き屈いた

学生会館をご紹介します。一般に比暖して安い費用

の上、栄養に留意した完全給空制となっているため、

安心して生活が送れます。新しい寝具、勉強机、村子、

本柳、整理ダンス等が完備され、インターネットの接続

も可能です。大寮希望者はバンフレットを本技事務室

にご請求ください。

厚生施設
枝外施設として、長野県の要科山麓にある、白椎の林

に囲まれた国学院大学保有の学療、「蓼科黛」の利

用ができます。毎年夏期体暇期間にはクラブ活動の

一環として合塙が行われ、多くの学生が利用しています。

最新の教育設備を完備
保育者に必要な知識 技術 教養を効果的に習得できるよう

に現代的最新設備を,備 しています。校舎内は●冷暖房完

備で快遺な環境で学べます。吉楽的技術のより効果的な習得

のため ミュージック ラボラトリー システムを導入した0言

楽室を設け 電子ピアン38台を設置しています。他に●ピア

ク個室練習室を16室を教室に一合ずつのビアフ配置等 ビ

アフ保有台数は70台にもなります。●PC教室には最新型パツ

ヨン66合が設置され、インターネットに接続されています。また

●図工宣 ●体育館 (兼議堂)● 規殖覚教室 ●栄表事実

習室 ●特別教空(和室)などの串施設も売備しています。さ

らに●多目的教室には、最新の音響支授システムを設置する

など 最新機器の導入による教育環境の向上には常に力を注

いでいます。教育図書は ●本な図書室所有のr316000冊

の他、●国学院大学の図書館 および●国学院大学たまプラー

ザキャンバスの図書館も利用できます。加えて 学生食堂や生

活協同組合のある●若木21号館や学校法人国票虚大串が

開設する0校 外厚生施設 (事科察)も利用できます。

国学院幼稚園

本校と同じたまブラーザに国学院幼稚国があります。

すでに30年の歴史をもつ評価の高い幼稚園です。

国学院大学附属幼稚園

東京杉並区という閑静な住宅街に位置する国学虚大学的属

幼雅園は 本紙開設以前から幼稚固教育を行うlA統ある幼

稚困です。

P T〒



●海から喬怠留国縦市線で19分
● 横浜から横浜市営地下鉄で35う )
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学校法人 □ 単院大學

国学院大学幼児教育専門学校
〒225‐0003 神 奈川R白 浜市青車区新石■13・19‐14

TEL 045‐ 91,,1311(代 表)
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